
 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 曜日 学校行事等 開館時間 

7/22 火 夏季休業（～8/22） 8:35 ～ 16:50 

7/23 水  8:35 ～ 16:50 

7/24 木  8:35 ～ 16:50 

7/25 金 体験入学 8:35 ～ 16:50 

7/28 月 社会福祉現場実習（～8/1） 8:35 ～ 16:50 

7/29 火  8:35 ～ 16:50 

7/30 水  8:35 ～ 16:50 

7/31 木 生徒会チャレンジ企画（～8/1） 8:35 ～ 16:50 

8/ 1 金  8:35 ～ 12:00 

8/ 4 月  8:35 ～ 12:00 

8/ 5 火  8:35 ～ 12:00 

8/ 6 水  8:35 ～ 12:00 

8/ 7 木  8:35 ～ 12:00 

8/ 8 金  8:35 ～ 12:00 

LIBRARY 

いわき総合高校図書委員会 平成２６年 7 月夏休み号  

＜夏季休業中の図書館開館日＞ 

 

 

≪学年ビリのギャルが１年で偏差値４０上げて慶応大学に現役合格した話≫ 

著者：坪田信貴  

金髪のギャルのさやかは高校２年生の夏に大きな転機を迎えた。 

これまで無縁だった大学受験を考え、母の「ああちゃん」に 

連れられて行った塾で「僕」に出会う。遊びと勉強を両立させ 

ながら日本トップの私立大学慶應義塾大学の現役合格を目指す 

ことになった。でも、「九九が怪しい」。「日本地図を島一つ 

で描いてしまう」。誰もが無理、無謀、バカじゃないかという 

挑戦を決めた彼女。それを支えてくれる人たち。さまざまな壁 

が立ちふさがるが、それでも一生懸命頑張る彼女。 

彼女はなぜ、成功したのか。何が「挑戦」を諦めさせるのか。 

実用的なテクニックが満載ながら、笑いと感動を与えてくれる一冊。 

 

 

 

 

 

新刊案内☺ 

 

http://storys.jp/


 

先生のおすすめ    齋藤 文子 教頭先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪智恵子抄≫  著者：高村 光太郎 

 作者の高村光太郎が、妻である智恵子との出会いから死別まで、結婚前の智恵子への思い、始めて

光太郎に生きる喜びや愛の幸せを与えた智恵子との結婚生活、発病後の智恵子との生活、亡くなって

もつのる思い等、３０年間の智恵子に対する光太郎の一方的感情を真実な愛の姿として抒情的に歌い

上げた詩歌文集。詩２９篇、短歌６首、３篇の回想記が記されています。 

 初めてこの本と出合ったのは、小学５年の４月、情景を思い浮かべ、素敵な思いになりました。当

時の私にとっては言葉も文書も難しく、よく分からない部分がありましたが、その後、高村光太郎や

智恵子はどの様な人生を歩んだのかとか、芸術家としての作品にはどの様なものがあるかとか調べる

と、大変興味が湧いてきて、父親に頼み、二本松へ連れて行ってもらった記憶があります。高校生の

頃の旅行では、花巻や十和田を訪ね、光太郎が住んだ山荘や乙女の像を拝見しました。旅行前後に、

再度、この本を読み、想像して悩んだり疑ったりしたこともありました。 

 今に至るまで、何度も読み返し、その度毎に、感想が違いますが、言葉が美しく、常に感動する不

思議な本です。 

✿生徒に一言✿ 

私の読書は、雑読極まりないものですが、多くの本に出会うことによって、経験 

していなくとも経験したような気持ちになることができると思います。 

 本の内容だけでなく、文章が生まれるに当たっての、作者の実生活や心情を探っ 

てみると更に面白く書物を読むことができると思います。 

 想像の翼を広げてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

映画・ドラマ 

夏休み 

  本の貸出し数は無制限です！ 

 

夏休み中は何冊でも借りられますよ。 

＊返却は始業日８月２５日（月） 

 

みんな図書館へ借りに来てね(^_^)/ 

 

≪火
ほ

垂
た

るの墓≫  著者：野坂 昭如
あきゆき

 

 

ジブリのアニメ映画『火垂るの墓』を観たこと

がありますか？  夏になり、終戦記念日の前後

に、よくテレビ放映されます。実写版でＴＶドラ

マ化されたこともあります。観たことがある人も

多いのではないでしょうか。 

 『火垂るの墓』は、作家の野坂昭如さんの実体

験をもとに書かれた短編小説です。戦争の悲惨さ

を描いたものですが、７０年近く前の日本で、小

説と同じようなことがあったという事実を知るこ

とは大事なことではないでしょうか。私たちの曽

祖父母・祖父母の時代にあったことです。短編で

すので、活字嫌いの人でも一気に読める小説だと

思います。是非、小説で読んで欲しい一冊です。 

ちなみに『火垂るの墓』は 

野坂昭如さんが同時期に発表 

した『アメリカひじき』と共 

に第５８回（S42.下半期） 

直木賞を受賞した作品です。 

 蛇足ですが 

「アメリカひじき」とは 

“紅茶”のことです。 

“紅茶”のことです。 一冊です。 

～お知らせ～ 
５月号で吉田校長先生オススメの 

「小説 銀の匙 Silver Spoon」 

と６月号でご紹介した「ブルーシート」が 

入荷しました。 


